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議 事 日 程（９月定例会） 

 

日程第１ 議案第 25号 高松市立幼稚園規則の一部改正について  

日程第２ 報告事項   

 １ 令和５年第５回高松市議会定例会答弁要旨について  

日程第３ 議案第 26号 歴史資料館ほか３館に関する事項に係る附属機関への諮問

等について 

 

    

 



 

【令和５年９月２１日（木） 議 事 内 容】 

 

 

午前９時３０分 開会 

 

教育長が、会議録の署名委員に小方委員を指名。 

 

 

日程第１ 議案第２５号 

議案第２５号 「高松市立幼稚園規則の一部改正について」 

 

こども保育教育課長から、高松市立幼稚園規則の一部改正について説明。 

 

＜質疑＞ 

〇 委  員  今年の出生数が過去最低を更新したと報道されていました。２、３年後にこ

の影響を受けることになるのが幼稚園、保育所、こども園だと思います。以前も何度

か高松市内の幼稚園、保育所、こども園の設置計画を出していただいていたのですが、

見直しも柔軟にしていく必要があり、現状は厳しいのではないかと気になりました。 

 

〇 こども保育教育課長  幼稚園、保育所、こども園の整備の在り方については、平成３１

年の１月に改訂した高松市のこども園の整備基本計画に今後の在り方を定めており、

来年度がちょうど見直しのタイミングになっておりますので、子どもの数の推移等を

考慮しつつ柔軟に対応していきたいと思います。ただ、今回のように想定を超えるよ

うな幼稚園の入園児数が減少している場合については、計画を前倒しして、計画に載

っていない部分については個別に対応している状況でもありますので、これから始ま

る幼稚園の入園希望園児数も見ながら対応していきたいと思います。 

 

〇 委  員  春日町には、私立の春日こども園と高松市立の春日幼稚園が併存していると

いう状況なのですね。それでは、６人の園児のうち４人の５歳児が卒園した後の残っ



 

た２人の園児はどのようになるのですか。 

 

〇 こども保育教育課長  保護者の方に事情を御説明して御理解いただいた上で、閉園する

ことになりますので、他の幼稚園を御希望される方やこども園を御希望される場合に

は、転園の手続きも併せて行っています。 

 

〇 委  員  残った園児の行き場がないということにならないよう、対応してほしいと思

います。 

 

 

教育長が、各委員に諮り、原案のとおり可決。 

 

 

 

 

 

 

 

日程第２ 報告事項 

報告事項１ 「令和５年第５回高松市議会定例会答弁要旨について」 

 

  教育局長から、令和５年第５回高松市議会定例会答弁要旨について説明。 

 

＜質疑＞ 

〇 委  員  公立中学校の文化部活動の地域移行について、香東中学校の吹奏楽部が現在、

どのように進んでいるのか教えていただきたいです。 

 



 

〇 教育局長  全国展開している大手の企業に委託をして、９月末からモデル事業を進めて

いく予定となっております。また、１、２年生が３４人で実施するという風に聞いて

おります。 

 

〇 教 育 長  まもなく着手するというところですね。おそらく事業を進めながら様々な調

整をしていくことになると思います。しかし、吹奏楽部は運動部以上に、楽器の運搬

や活動場所の確保等の課題もあり大変なのですが、香東中学校のモデル事業の取組を

参考にしながら、今後どのように進めていくかを検討していくようになります。 

 

〇 教育局長  活動は、１日約３時間でおおむね２０回を予定としており、月４回で５か月

間程度を想定しているとのことです。様々な課題が出てくると思いますが、ひとまず

実施してみてから今後の検討をしていく予定です。また、委託先の事業者は、名古屋

市の小学校の活動や港区の中学校の運動部と文化部を共に支援をしているような東

京の会社と聞いております。 

 

〇 教 育 長  全国的にも部活動の地域移行を進めていく必要があるのですが、なかなか指

導者と学校のコーディネートが難しい中、それを委託業者が担い調整をする会社があ

るということでしたが、今のところは１校だけの取組なので、どのように進んでいく

かを確認しなければなりません。やはり長所短所が出てくると思いますので、今後ど

う進めていくかについては、様子を見ながらになると思います。 

 

〇 委  員  実際、本当に指導者がほとんどいないであるとか、いたとしても指導が長時

間に及ぶことや休日も指導にあたらないといけないということで、部活動自体はある

けれども活動できていないような状況があると聞きました。今回、香東中学校が地域

移行の一つのモデル地区として実施するということで、保護者の方も安心されるので

はないかと思いました。また、円座小学校に金管バンドもありますが、小学校は部活

動という考え方がありません。今まで指導にあたられていた先生が１人で何年間もず

っと指導してくださっていたのですが、退職され、そこから指導者のことでかなり保

護者の方も学校の方と話し合いを重ね、何とか活動できているそうです。小学校のそ



 

ういった活動も中学校の部活の地域移行と同様に、専門的に支援されている事業者の

力を小学校等にも広めていくといいと思います。 

 

〇 教育局長  様々な意見やアドバイスを受けながら、各地域の実情に応じた形で、まずは

移行をしていく形にはなると思います。 

 

〇 委  員  学校体育館のエアコン設置計画は、夏季の冷房のみと捉えているのですか。 

 

〇 教育局長  空調機器ということなので冷暖房ということになりますが、主としては冷房

機能を活用するところが大きいと思っております。現在、重点的に国の方も補助率を

引き上げておりますので、可能な限り早く対応したいと考えております。しかし、学

校数も多いので計画的に設置していくようにはなります。また、体育館は断熱性や気

密性が確保されていなければ、空調機器はつけていても意味をなさないということに

なりますので、そういった調査を十分にした上で設置すると補助が出るようになって

いるので、まずどのような設置が適切であるのかを調査した後、計画的に設置してい

く予定です。 

 

〇 委  員  夏の冷房よりも冬の暖房の方が圧倒的に光熱費が高くなるので、そういった

ことも考慮した方がいいと思います。 

 

〇 委  員  高松プライドプロジェクトが先日開催されたと思いますが、どのような雰囲

気だったのか詳しく教えていただきたいです。 

 

〇 学校教育課長  各小学校の代表児童がそれぞれの校区の良さや自慢を持ち寄って紹介

するという形で、高松プライドプロジェクトが実施されました。文化財等の自慢が多

いと予想しておりましたが、想像していたよりも人の良さを紹介する子どもが多く、

中野武営さんのような有名人のことだけでなく、自分達を見守ってくれている方がい

るということを地域の自慢として挙げている児童もいました。また、そのグループで

はその地域の方達に対する感謝をまとめて、ショートムービーにしていました。それ



 

以外にも、歴史や自然の素晴らしさについて発表しているグループもあり、高松には

多くの校区があるので、様々な地域の魅力があって素敵だと感じました。当日の実施

内容としては、それぞれの子どもの目で見た高松の良さを持ち寄って、どのように紹

介するのがよいかということを話し合い、その場で即興でショートムービーにまとめ

るということをしました。今回は半分の小学校の児童が参加していたので、来年度は

残り半分の小学校の児童に参加していただき、再来年度には中学校・高校等に高松プ

ライドプロジェクトの取組を広げていけたらという風に考えているところです。 

 

〇 教 育 長  私も当初は、それぞれの校区の歴史や文化や建造物等の有名な場所や、有名

人や偉人の話が出ると予想していたのですが、自分達を常に見守ってくれている方や

ボランティアのような、子どもたちのために汗をかいてくれている人の存在に気づい

ており、そういう身近な人々が自分達の地域の宝なんだという発表を聞いてとても感

心しました。また、シビックプライドを醸成するために、高松にはこんな良さがある

という物理的な物の良さを認識させることも大事ではありますが、自分達がどう地域

に育てられているかっていうこともシビックプライドに繋がっていくんだなと私自

身も発表を聞いて勉強させられました。 

 

〇 委  員  私も歴史や文化を中心に地域の自慢として取り上げることが多いのだろう

と思っておりましたが、自分の周りで関わってくれている地域の人々に感謝する等で

あったのなら、視点も変わってくると感じました。 

 

〇 教 育 長  ただ単に地域の自慢を発表し合うだけではなく、子ども達が与えられたプロ

ジェクト、課題に対し、ショートムービーの作成に向けて議論をしてもらい、発表の

仕方も枠組みやどのようにＰＲをしていくかを自分達で考えてもらったので、それぞ

れのグループの特徴が出て楽しかったと子ども達も言っていました。また、他の学校

の子ども達と触れ合うことで刺激を受け、成長に繋がったのではないかと思いました。 

 

 

 

 



 

 

教育長が議案第２６号について、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１４条第７

項の規定により、会議は公開しないことを各委員に諮り、非公開とすることに決する。 

 

 

 

 

 

日程第３ 議案第２６号 

議案第２６号 「歴史資料館ほか３館に関する事項に係る附属機関への諮問等について」 

 

 

＜非公開審議、内容不記載＞ 

 

 

 

 

午前１０時１６分 閉会 



 

議決事項 

「高松市立幼稚園規則の一部改正について」 

「歴史資料館ほか３館に関する事項に係る附属機関への諮問等について」 

 

 

 

 

 

 


